
1994年出上の木簡

奈
良
。藤
原
宮
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
縄
手
町

。
高
殿
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
四
年

（平
６
）
七
月
―
八
月

一
一　
一
九
九
四
年

一
一
月
―

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
宮
殿

・
官
衡
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
１
人
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

一　
西
方
官
行
地
区
の
調
査

（第
七
五
十
七
次
調
査
）

本
調
査
は
、
橿
原
市
縄
手
町
で
実
施
し
た
作
業
小
屋
建
設
に
伴
う
事
前
調
査

で
、
調
査
位
置
は
藤
原
官
西
北
部
に
あ
た
る
。
こ
れ
ま
で
こ
の
周
辺
で
行
な
わ

れ
た
調
査
で
は
、
後
世
の
開
発
に
よ
る
著
し
い
削
平
の
た
め
に
、
藤
原
宮
期
の

遺
構
は
殆
ど
検
出
さ
れ
ず
、
む
し
ろ

一
四
世
紀
頃
の
土
器
を
伴
う
、
二
重
の
環

濠
を
巡
ら
し
た
方
形
の
区
画
の
存
在
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。
今
回
の

調
査
地
は
、
こ
の
方
形
の
区
画
の
中
央
西
寄
り
に
あ
た
り
、
区
画
内
部
の
様
子

を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
遺
構
の
検
出
が
期
待
さ
れ
た
。
調
査
面
積
は

一
二
〇
ポ

で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
多
数
の
土
取
り
坑
と
二
基
の
井
戸
で
あ
る
。
土
取
り
坑

が
比
較
的
新
し
い
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
基
の
井
戸
は
中
世
に
属

す
る
遺
構
で
あ
る
。
こ
の
う
ち

一
基
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
三
五
五
は
、
円
形
の
掘
形

を
も
つ
円
形
石
組
井
戸
で
、　
〓
工
世
紀
頃
の
土
師
器
な
ど
を
出
土
し
た
。
ま
た

も
う

一
基
の
井
戸
Ｓ
Ｅ
人
三
五
〇
は
、
円
形
の
掘
形
で
、
方
形
縦
板
組
横
桟
止

め
の
井
戸
枠
を
も
つ
が
、
枠
は
殆
ど
が
抜
き
取
ら
れ
、
最
下
段
の
横
桟
の
南
半

分
と
、　
一
部
の
縦
板
だ
け
が
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
た
。
し
か
し
底
に
は
水
溜
用

の
曲
物
三
箇
が
遺
存
し
、
本
来
こ
れ
ら
は
上
下
三
段
に
組
み
上
げ
ら
れ
て
い
た

と
思
わ
れ
、
そ
の
上
段
と
中
段
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
、
二
箇
の
曲
物
の
外

面
各
二
箇
所
に
墨
書
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
判
読
可
能
な
墨
書
は
、
中
段

の
由
物
の
側
板
の
綴
じ
合
わ
せ
に
書
か
れ
た
も
の
だ
け
で
あ
る
。
な
お
井
戸
枠

の
抜
き
取
り
坑
か
ら
は
、　
〓

一世
紀
後
半
の
特
徴
を
も
つ
多
数
の
瓦
器

（椀
。

小
皿
）、
土
師
器

（小
皿
・
羽
釜
）
が
、
焼
土

・
壁
土
と
と
も
に
投
棄
さ
れ
た
状

態
で
出
土
し
た
。

一
一　
東
二
坊
大
路

。
宮
東
面

。
東
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
七
五
十

三
二
次
調

査
）本
調
査
は
、
市
道
の
拡
幅
工
事
に
伴
う
事
前
調
査
で
、
調
査
区
は
拡
幅
対
象

と
な
る
東
西
道
路
の
両
側
法
面
に
、　
一
九
〇
ｍ
に
わ
た
っ
て
設
け
た
。
調
査
面

積
は
三
人
四
♂
で
あ
る
。
調
査
地
は
藤
原
宮
の
東
方
官
行
、
及
び
宮
東
辺
外
周

部
の
左
京
四
条
三
坊
西
北
坪
に
あ
た
り
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
た
遺
構
の
検
出
が

期
待
さ
れ
た
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
藤
原
宮
直
前
期
と
藤
原
宮
期
と
に
大
別
さ
れ
、
前
者
に



属
す
る
遺
構
に
は
、
先
行
条
坊
東
二
坊
坊
間
路
と
そ
の
東
西
両
側
溝
が
あ
り
、

ま
た
後
者
の
も
の
に
は
、
東
二
坊
大
路
と
そ
の
東
西
両
側
溝
、
藤
原
宮
東
面
外

濠

。
大
垣

。
内
濠
が
あ
る
。

木
簡
は
藤
原
宮
の
東
面
を
限
る
二
条
の
濠
、
外
濠
Ｓ
Ｄ

一
七
〇
と
内
濠
Ｓ
Ｄ

二
三
〇
〇
か
ら
、
各
々
三
人
三
点

今
つ
ち
削
暦
二
七
点
）
と
六
点

（う
ち
削
暦
四

点
）、
総
計
三
人
九
点

今
つ
ち
削
婿
三
一
占
こ

が
出
土
し
た
。
外
濠
は
幅
五

・

七
ｍ
、
深
さ

一
・
三
ｍ
の
素
掘
り
の
溝
で
、
堆
積
土
は
上
か
ら
暗
灰
色
土
、
灰

色
粘
上
、
灰
色
砂
上
、
暗
灰
色
粘
上
の
四
層
に
分
か
れ
る
。
木
簡
は
す
べ
て
灰

色
粘
土
か
ら
出
土
し
た
。
灰
色
粘
土
と
そ
の
下
の
灰
色
砂
土
か
ら
は
、
寄
生
虫

卵

（回
虫
卵
。
鞭
虫
卵
・
肝
吸
虫
卵
等
）
が
見
つ
か
り
、
そ
の
密
度
か
ら
外
濠
に

は
多
く
の
糞
便
が
流
れ
込
ん
で
い
た
可
能
性
の
強
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の

他
、
多
量
の
棒
状
木
片

・
木
暦
や
少
量
の
土
器
片

・
瓦
片
も
出
土
し
た
。　
一
方
、

内
濠
は
外
濠
の
西
三
二

・
五
ｍ
に
位
置
す
る
素
掘
り
の
溝
で
、
幅
三

・
三
ｍ
、

深
さ
○

・
九
ｍ
あ
り
、
堆
積
土
は
上
か
ら
茶
褐
色
土
、
責
褐
色
砂
、
暗
灰
色
粘

土
、
灰
色
砂
、
灰
色
粘
土
に
分
か
れ
、
木
簡
は
灰
色
砂
か
ら
出
土
し
た
。
内
濠

か
ら
は
木
筒
の
他
に
、
偏
行
唐
草
文
軒
瓦
や
軒
平
丸
瓦
が
出
上
し
た
程
度
で
、

外
濠
に
比
べ
て
遺
物
は
少
な
い
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
西
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
七
五
十
七
次
調
査
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
人
三
五
〇

ω

　

「
承
安

四
年

十

月
　

□
□

□
附
剛

　

　

　

麒
＠
ｏＷ

裂

∞じ

ｏ常

〔貞
ヵ
〕

一
一　
東
二
坊
大
路

・
宮
東
面

。
東
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
七
五
十

三
二
次
調

査
）外

濠
Ｓ
Ｄ

一
七
〇

「頓
首
天
下
達
…

宇
下
急
　
　
　
　
」

「速
可
罷
鹿
在
故
日
中
之
…
□
被
賜
菓
」
　

（駁
ま
卜×
嗚曼
伽
Ξ

「薗
司
進
上
国
□

「□
□
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（蕪
ｙ
Ｏ
溢

寓
Ｐ

「
＜
川
内
評
大
□
里
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（も
溢
斐
∞
ｏ毬

「
＜
川
内
評
桜
井
里
人
□
□
」

「
＜
□
□
□
　
□
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
（き
く
０
道

ｏ駕

〔
竹

野
ヵ
〕

(4)

「□
回
評
□
□
□
□
□
□

「
＜
和
具
里
人
嶋
直
百
□

「
＜
野
身
里
矢
田
マ
着
」

「
＜
道
君
閉
畜
□
　
　
」

含
⇔
Φ
）
×

含
⇔
）
×
卜
　
ｏ
∞
ｏ

含
『
伽
）
×
］
い
×
⇔
　
ｏ
∞
Φ

岸
Ｐ
∞
×

Ｐ
Φ
×

い
　

ｏ
∞
］



1994年出上の木簡

llll⑫
　
。
□
八
斗
五
升
七
合

一
升
□
□

。
　
　
　
　
　
□
□

内
舎
人

口
　
　
□
漆
部
司
□
四
人

「
＜
御
取
飽

一
石

「
＜
始
貝
謄

短
畳
二
枚

□
須
二
両
心
太
二
両
軍
布
十
二
両
荒
□

ω
②
は
文
書
。
い
は
途
中
が
欠
け
て
お
り
、
内
容
的
に
完
結
し
な
い
が
、
そ

の
表
記
法
な
ど
に
注
目
す
べ
き
点
が
あ
る
。
ま
た
②
は
薗
司
か
ら
の
進
上
状
。

０
１
０
は
荷
札
。
こ
の
う
ち
①
ｌ
Ｏ
に
は
評
名
が
見
え
る
。
①
い
の
川
内
評

は
の
ち
の
河
内
国
河
内
郡
に
あ
た
り
、
０
の

「大
□
里
」
は
同
郡
所
属
の
大
宅

里
あ
る
い
は
大
戸
里
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。
働
の
〔剛
酌
設
ド
の
ち
の
丹
後

国
竹
野
郡
に
あ
た
る
。
竹
野
郡
は
、
和
銅
六
年
四
月
丹
後
国
新
置
に
伴
い
、
加

佐

・
与
佐

・
丹
波

・
熊
野
の
四
郡
と
と
も
に
、
丹
波
国
か
ら
割
か
れ

（『続
日
本

（
μ
Φ
６
）
×
］
Φ
×
卜
　
ｏ
∞
Φ

（
∞
卜
）
×

（
Ｐ
『
）
×
∞
　
ｏ
∞
Φ

∩
卜
∞
）
Ｘ

（
囀
卜
）
×
い
　
ｏ
∞
Ｐ

（
Ｐ
ヽ
∞
）
×

（
Ｐ
岸
〇
）
×
∞
　
ｏ
∞
岸

（
中
〇
時
）
×

（
『
）
×
⇔
　
ｏ
∞
岸

（
牌
卜
枷
）
×

（
∞
）
×
ヽ
　
ｏ
∞
μ

（
Ｐ
⇔
『
）
×

（
Φ
）
×
卜
　
ｏ
∞
μ

紀
』
和
銅
六
年
四
月
乙
末
条
）
、
以
後
丹
後
国
に
属
し
た
。
ま
た
里
名
の
み
を
記

す
⑥
⑦
も
、
⑥
の
和
具
里
が
の
ち
志
摩
国
答
志
郡
に
属
し
た
里
で
あ
り
、
０
の

野
身
里
も
、
裏
面
の
道
君
姓
の
人
物
の
存
在
か
ら
、
の
ち
越
前
国
能
美
郡
に
属

し
た
里
と
考
え
ら
れ
る
。

内
濠
Ｓ
Ｄ
三
三
〇
〇

ω

　

「
＜
縣
主
里
□
□
直
若
万
呂
＜
」
　

　

　

　

（置
深
〕受
⇔
霞

ω
の
縣
主
里
は
の
ち
の
備
中
国
後
月
郡
に
属
し
た
里
。

９
　
関
連
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『飛
鳥

・
藤
原
宮
発
掘
調
査
慨
報
』
二
五

（
一
九

九
五
年
）

（橋
本
義
則
）
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吼
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ｍ

中剛
剛
田田
田田
田□□
□□
□□

O

木

簡

研

究

第

冥

号

巻
頭
言
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
士
口
田
　
孝

一
九
九
三
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮
跡
　
平
城
京
跡
右
京
二
条
三
坊
四
坪
　
薬
師
寺
旧
境
内
　
大
安
寺
旧
境

内
　
興
福
寺
旧
境
内
　
東
大
寺
　
阪
原
阪
戸
遺
跡
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡
右
京
九
条

四
坊
　
飛
鳥
京
跡
　
定
林
寺
北
方
遺
跡
　
金
剛
寺
遣
跡
　
下
茶
屋
遺
跡
　
長
岡
京
跡
ω

長
岡
京
跡
②
　
平
安
京
跡
左
京
三
条
三
坊
十
三
町
　
大
坂
城
跡
⑪
　
大
坂
城
跡
②
　
大

坂
城
下
町
跡
　
若
江
遺
跡
　
西
ノ
辻
遺
跡
　
袴
狭
遺
跡
ω
　
袴
狭
遺
跡
⑭
　
砂
入
遺
跡

祢
布
ヶ
森
遺
跡
　
見
蔵
岡
遺
跡
　
木
梨

・
北
浦
遺
跡
　
藤
江
別
所
遺
跡
　
阿
形
遺
跡

伊
勢
寺
遺
跡
　
御
殿

。
三
之
宮
遺
跡
　
東
中
館
跡
　
長
崎
遺
跡
　
八
幡
前

・
若
宮
遺
跡

大
宮
遺
跡
　
一二
堂
遺
跡
　
鴨
田
遺
跡
　
大
戊
亥
遺
跡
　
杉
崎
廃
寺
　
一死
総
社
寺
田
遺
跡

南
Ａ
遺
跡
　
安
子
島
城
跡
　
山
王
遺
跡
　
今
塚
遺
跡
　
払
田
柵
跡
　
福
井
城
跡
　
一
乗

谷
朝
倉
氏
遺
跡
　
一戸
水
大
西
遺
跡
　
西
念

・
南
新
保
遺
跡
　
八
幡
林
遺
跡
　
宮
長
竹
ヶ

鼻
遺
跡
　
タ
テ
チ
ョ
ウ
遺
跡
　
円
城
寺
前
遺
跡
　
古
市
遺
跡
　
郡
山
城
下
町
遺
跡
　
周

防
国
府
跡
　
初
瀬
遺
跡
　
船
戸
遺
跡
　
ヘ
ボ
ノ
木
遺
跡
　
原
の
辻
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
六
）

平
城
京
跡
左
京

一
条
三
坊
十
五

・
十
六
坪

沖
縄
の
呪
符
木
簡

い
ま
に
息
づ
く
呪
符

・
形
代
の
習
俗

文
書
木
簡
は
い
つ
廃
棄
さ
れ
る
か

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
畳
の
頭
板
に
つ
い
て

史
料
紹
介
　
　
近
世
の
荷
札
木
簡
の

一
例

彙
報

山
里
純

一

奥
野
義
雄

今
泉
隆
雄

今
津
勝
紀

鈴
木
景
二

頒
価
　
五
五
〇
〇
円
　
送
料
五
〇
〇
円




